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Ⅱ 平成３０年度みえスタディ・チェック結果の分析報告（小学校国語） 

１ 集計結果 

（１）平均正答率、平均無解答率及び領域別平均正答率 

 
平均 

正答率 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

話す・聞く 書く 読む 言語文化等 

第 4 学年第 1 回 66.7% 6.4% 49.4% 21.7% 49.1% 77.6% 

第 5 学年第 1 回 64.2% 9.8% 41.9% 28.4% 67.2% 69.8% 

第 5 学年第 2 回 57.5%  7.2% 47.2% 37.6% 50.3% 61.7% 

（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：児童数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２ 第 2 回みえスタディ・チェック改善状況（小学校 5 年生 国語） 

（１）平均正答率 

今回の県平均正答率 過去の県平均正答率 改善状況 

57.5％ 52.7％ +4.8 

 

（２）改善された設問数（全設問数に占める改善された設問数の割合） 

改善された設問数（割合） 

11/17 問（64.7%） 

 
（３）設問別の改善状況 
  ① 全設問 

設問番号 
過去の 
出題※ 

学習する 

学年 
問題概要 

問題 
形式 

今回の 

県平均正答率 
過去の 

県平均正答率 
改善状況 

1 

一（１） H29 みえ  4 年 「加える」（読み） 短答 93.8％ 94.3％ -0.5 

一（２） H26 学調  5 年 「勢い」（読み） 短答 78.4％ 72.2％ +6.2 

一（３） H30 学調 5 年 「せい限」（書き） 短答 49.9％ 72.5％ -22.6 

一（４） H28 学調  3 年 「そうだん」（書き） 短答 61.2％ 61.7％ -0.5 

一（５） H30 みえ 4 年 「きかい（機会）」（書き） 短答 55.4％ 19.5％ +35.9 

二（１）１ H27 みえ  3 年 文の主語を選択 選択 71.3％ 61.9％ +9.4 

二（１）２ H28 みえ  3 年 
文の主語を選択 

（修飾語、被修飾語を含んだ文） 
選択 54.7％ 55.6％ -0.9 

二（２） H30 みえ 3 年 
文の主語を選択 
（接続語を含んだ文） 

選択 54.6％ 36.0％ +18.6 

二（３） H30 学調 3 年 
主語と述語がつながり合っていな
い文を選択し、文を正しく書き直す 

短答 35.9％ 33.5％ +2.4 

2 

一 H27 みえ  5 年 登場人物の関係 選択 72.7％ 73.9％ -1.2 

二 H27 みえ  3 年 登場人物の気持ち 選択 61.7％ 59.9％ +1.8 

三 H27 みえ  5 年 
登場人物の気持ちについて自分の
考えをまとめる 

記述 33.1％ 36.4％ -3.3 

3 

一 H28 みえ  3 年 内容が一致する段落 選択 79.8％ 65.1％ +14.7 

二 H28 みえ  5 年 要約する 記述 33.5％ 23.6％ +9.9 

4 

一 H29 みえ  5 年 グラフから分かること 選択 62.3％ 58.5％ +3.8 

二 H29 みえ  3 年 互いの考えの共通点 選択 58.0％ 53.0％ +5.0 

三 H29 みえ  5 年 引用して自分の考えを書く 記述 21.4％ 18.8％ +2.6 

合計 57.5％ 52.7％ +4.8 

※みえ：みえスタディ・チェック 

学調：全国学力・学習状況調査 

 
  ② 第１回（４月実施）の同一の問題で出題した設問 

設問番号 学習する学年 問題概要 
問題 
形式 

今回の 

県平均正答率 
過去の 

県平均正答率 
改善状況 

1 

一（５） 4 年 「きかい（機会）」（書き） 短答 55.4％ 19.5％ +35.9 

二（２） 3 年 
文の主語を選択 
（接続語を含んだ文） 

選択 54.6％ 36.0％ +18.6 

 



 

③ 平成 30 年度全国学調の同一の問題で出題した設問 

設問番号 学習する学年 問題概要 
問題 
形式 

今回の 

県平均正答率 
過去の 

県平均正答率 
改善状況 

1 

一（３） 5 年 「せい限」（書き） 短答 49.9％ 72.5％ -22.6 

二（３） 3 年 
主語と述語がつながり合っていな
い文を選択し、文を正しく書き直す 

短答 35.9％ 33.5％ +2.4 

 
④ その他の設問で過去からの改善の図られていない設問 

設問番号 学習する学年 問題概要 
問題 
形式 

今回の 

県平均正答率 
過去の 

県平均正答率 
改善状況 

1 

一（１） 4 年 「加える」（読み） 短答 93.8％ 94.3％ -0.5 

一（４） 3 年 「そうだん」（書き） 短答 61.2％ 61.7％ -0.5 

二（１）２ 3 年 
文の主語を選択 
（修飾語、被修飾語を含んだ文） 

選択 54.7％ 55.6％ -0.9 

2 

一 5 年 登場人物の関係 選択 72.7％ 73.9％ -1.2 

三 5 年 
登場人物の気持ちについて自分の
考えをまとめる 

記述 33.1％ 36.4％ -3.3 

 
（４）設問区分別（基礎・基本の設問と活用の設問）の改善状況 

区分 今回の県平均正答率 過去の県平均正答率 改善状況 

基礎 61.7％ 56.4％ +5.3 

活用 52.8％ 48.7％ +4.1 
 
 
（５）学習学年別の改善状況 

学習学年 今回の県平均正答率 過去の県平均正答率 改善状況 

３年生 59.7％ 53.3％ +6.3 

４年生 74.6％ 56.9％ +17.7 

５年生 50.2％ 50.8％ -0.7 
 
 

３ 結果から見られる改善点と課題 

【改善点】 

 ・「段落ごとの内容を捉えること」について定着が図られました。 

 

【課題】 

 ・「主語と述語がつながりあっていない文を選択し、文を正しく書き直すこと」や経年的

課題である「文章を要約すること」、「根拠に基づいて自分の考えを書くこと」は、改善

が進んでいません。 

 

 

 

 



 

４ 特に課題が見られる設問 

 第４学年第 1 回 ３二の設問 （平均正答率：23.8%）                            
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＜解答類型別正答率＞ 

問題番号 解 答 類 型 正答 
正答率 

誤答率 

３ 二 

（正答の条件） 

 次の条件を満たして解答している。 

①「きららがわらったような顔で，わたしをじっと見つめながら首をうなずくよう

に小きざみに動かした」という内容を書いている。 

②「きらら」「首」という言葉を使って書いている。 

③「そのきっかけとは，」に続くように，４０字以上，６０字以内で書いている。 

  

（正答例） 

・由良の前まで泳いできたきららがわらったような顔をしていて，首をうなずくよ

うに小きざみに動かしたことです。（５２字） 

・きららが，わらったような顔で由良のことを見つめながら，うなずくように首を

クイクイッと動かしてくれたことです。（５４字） 

  

１ 条件①，②，③を満たして解答しているもの ◎ 23.8％ 

２ 条件①，②は満たしているが，③は満たしていないもの  13.5％ 

３ 条件①，③は満たしているが，②を満たしていないもの  3.0％ 

9 上記以外の解答  44.0％ 

０ 無解答  15.8％ 

 

＜課題解決に向けた指導のポイント＞  

  登場人物の心情の動きや，変化のきっかけについて叙述を基に捉え，自分の言葉で書き

まとめることができる 
 

誤答から，場面の様子について，登場人物の行動を中心に想像を広げながら読むこと【第

１学年，第２学年】や，場面の移り変わりに注意しながら，叙述を基に登場人物の性格や

気持ちの変化，情景などを想像して読むこと【第３学年，第４学年】及び自分の考えが明

確になるように，事柄の順序に沿って簡単な構成を考えること【第１学年，第２学年】や， 

書こうとすることの中心を明確にし，目的や必要に応じて理由や事例を挙げて書くこと

【第３学年，第４学年】につまずきがあると考えられます。 

  指導に当たっては，場面の移り変わりとともに描かれる登場人物の気持ちが，どのよう

に変化しているのかを具体的に思い描くことが考えられます。登場人物の気持ちは，場面

の移り変わりの中で揺れ動いて描かれることが多いです。そのため，複数の場面の叙述を

結び付けながら，気持ちの変化を見いだして想像していく活動や，問題にもあるような【し

ょうかいカード】やノートなどを用いながら，登場人物の心情が変化したきっかけについ

て，叙述を基に整理し，自分のことばでまとめることができるように指導することが考え

られます。 

 

 

 



 

＜授業改善サイクル支援ネットの活用（関連するワークシート）＞ 

平成 29 年度 （教員等で作成）「登場人物の人物像をとらえよう」ワークシート 

 登場人物 人物像 で検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

物語の登場人物の気持ちの変化について，理由とともに述べることができるかどうかをみる。 
・登場人物の心情，場面についての描写を捉え，気持ちの変化について自分の考えをまとめること。 



 

 第５学年第２回 ２三の設問 （平均正答率：33.1%  過去の平均正答率：36.4%）                            

①  

②  
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＜解答類型別正答率＞ 

問題番号 解 答 類 型 正答 
正答率 
誤答率 

２ 三 

（正答の条件） 

 次の条件を満たして解答している。 

①  真希が家にある動物図かんでカヤネズミのことを調べておこうと思って

いることを書いている。 

②  「カヤネズミの巣」「動物図かん」（「動物図鑑」）という２つのことばを使

って書いている 

③  空欄の前後につながるように，３０字以上，６０字以内で書いている。 

  

（正答例） 

・サヨさんといっしょにカヤネズミの巣をさがしに行く前に，動物図かんでカヤネ

ズミのことをくわしく調べよう（５０字） 

  

１ 条件①，②，③を満たして解答しているもの ◎ 33.1％ 

２ 条件①，②を満たし，条件③を満たさないで解答しているもの   13.7％ 

３ 条件①，③を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの  2.4％ 

４ 条件②，③を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの  8.7％ 

９ 上記以外の解答  33.4％ 

０ 無解答  8.8％ 

 
＜課題解決に向けた指導のポイント＞  
  問題文の文章表現を正確に読み，問われていることに対して，適切に表現できるように

する 
誤答から，問題文の文章表現を正確に読み，問われていることに対して，適切に表現す

ることにつまずきがあると考えられます。 
指導に当たっては，求められている条件に線を引いて確認するなど，何が求められてい

るのかを正確に把握することを意識させます。また，文章の内容を理解する場合や，表現
する場合の両方において，語句と語句とがどのように関連し合って文が構成されているか
や，文の書き出しと文末表現の関係などを含めた文の中の語句と語句との係り受けを意識
させます。このように，語句相互の関係を理解させることは，内容の把握を的確にするこ
とにもつながっていきます。 

  叙述を基に文章を正確に読み，それを根拠として自分の考えをまとめる 
誤答から，叙述を基に文章を正確に読むことや，書こうとすることの中心を明確にし，

目的や必要に応じて理由や事例を挙げて書くこと，叙述を根拠として自分の考えをまとめ
ることにつまずきがあると考えられます。 

指導に当たっては，叙述を基に場面の展開を捉えながら読むことや，一つの場面の叙述
だけにとどまらず，複数の場面の叙述を相互に関係付けながら読むことを指導します。具
体的には，物語全体を見とおすことができるような学習シートを用いたり，感想を記入し
たカードやノートを活用したりしながら，どの叙述に着目したのかを明確にできるように
指導します。 

さらに，それらの叙述を取り上げながら，「叙述を基にしてどう考えたのか」について
まとめる際に，根拠として文章全体を通して中心となる内容を明確にしたり，各段落の内
容の中心を明確に記述したりすることを指導します。 

また，語句と語句とがどのように関連し合って文章全体を構成しているのかを意識させ
ることも大切です。実際の文章は，語句と語句との関係に基づきながら記述されており，
そのような語句相互の関係を理解することによって内容の把握を的確にすることにつな
がっていきます。 



 

＜授業改善サイクル支援ネットの活用（関連するワークシート）＞ 

平成 29 年度 （教員等で作成） 「情景から，人物の心情を想像しよう」ワークシート 

 情景 心情 想像 で検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物語の情景について，理由とともに登場人物の気持ちについての自分の考えを述べることができるかど
うかをみる。 
 
・登場人物の相互関係や心情，場面についての描写をとらえ，優れた叙述について自分の考えをまとめ
ること。 


